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「学びの深まりはノートから」 

 

令和７年９月１日 

            清 瀬 市 立 清 瀬 第 六 小 学 校                  

９月号 ＮＯ．５ 家庭数配付 
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学校だより 学校ホームページ  

二次元コード 

http://www.kiyose.ed.jp/kiyosedairokusyougakkou/index.html 
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「ろ
っ
か
」 

亡くなった稲盛和夫さんが「今日の成果は、過去の努力であり、未来はこれからの努力で決まる。」と言ってい

ました。これは、過去に自分ががんばってきた経験があるからこそ、今の自分があり、今のがんばりは未来につ

ながっていることを意味しています。つまり、自分の努力次第で、未来を切り開くことができるということです。 

  

一学期、あるクラスの社会科の授業中の出来事です。この日の社会科の時間は、「水道局で働く人はどのような

仕事をしているのだろう。」ということについて、教科書などを使って調べていました。授業では、ワークシート

に調べたことをまとめていき、最終的にノートに、自分なりのまとめを書くものでした。 

ある子のノートを見ると、とても丁寧に、これまで調べてきたことを書いていました。その子が書いた、前の

時間のノートも見ることができたのですが、ここもわかりやすくまとめて書いてありました。ノートは自分の学

習の足跡であり、どのようなことを考えたのか、復習する際にも役立つものです。きっと、この子は意識しなく

ても、ノートを丁寧に書くという姿勢が身に付いているものだと思いました。 

さらに、教室の中で子供たちが調べている様子を見ていると、ある子は調べたことが後からでもわかるように

工夫して、ワークシートにまとめていました。それは、自分が参考にした教科書などのページがどこなのかがわ

かるように、ページまで記載していました。そして教科書や資料に書かれている言葉をそのまま書き写すのでは

なく、自分なりに端的にまとめ、自分の言葉で書くことができていました。 

２人のノートの書き方やまとめ方を見て、学びが深まる姿勢だなあと思いました。教科書や資料に書かれてい

ることをノートに書くことは、「書き写す」だけです。多くの子供たちが、この「書き写す」ことで学んだと錯覚

しがちですが、書き写すだけでは学びは深まりません。２人のように、自分なりに考え、工夫してノートにまと

めることで、「私はこう考えた」という考えた過程が残るため、学びが深いものになります。ノート作りこそ、自

分の学習方法が表れるものであり、学びを深める第一歩と言っても過言ではありません。 

 

「勉強は絶えず終わりを告げるもの。学びは絶えず始まりを告げるもの。」という言葉があります。この言葉の

意味は、「勉強という漢字にレ点をつけて読むと、『強いて勉める』となり、勉強は『これをしなさい。』という課

題を取り組んで終わってしまうもの。しかし、学びは自分が調べたいことを調べていると、次々に調べたいこと

が出てきて、終わりがないもの。」というものです。２人は、自分のノート作りから学びが始まっており、今後の

社会科での学びの深まりが楽しみでなりません。 

 「今日のノートの記録は、今までの学習の積み重ねの努力の成果であり、未来の学び深さはこれからの努力で

決まる。」と。 

  

 

http://www.kiyose.ed.jp/kiyosedairokusyougakkou/index.html


 

 

９月の予定 

日 曜 学校行事等 SC 
授業時数（校時まで） 

1年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 うめのたけ 

1 月 始業式 引き渡し訓練 土曜時程 「命の週間」（９/１～９/５） ○ ４ ４ ４ ４ ４ ４ 各学年 

2 火 給食始 ５時間授業 安全指導日  ５ ５ ５ ５ ５ ５ 各学年 

3 水 水曜時程 イングリッシュキャラバン（４～６年）  ５ ５ ５ ５ ５ ５ 各学年 

4 木 ５時間授業 身体測定（4～6年）  ４ ５ ５ ５ ５ ５ 各学年 

5 金 ５時間授業 身体測定（1～3年） ハンセン病資料館見学（6年）  ５ 5 5 5 5 5 各学年 

6 土          

7 日          

8 月 委員会活動 ○ ５ ５ ５ ５ ６ ６ 各学年 

9 火 ５時間授業 水曜時程 避難訓練 保護者会（低学年）  ５ ５ ５ ５ ５ ５ 各学年 

10 水 ４時間授業（４年１組は研究授業により５時間授業）水曜時程   ４ ４ ４ ４（５） ４ ４ 各学年 

11 木 ５時間授業 水曜時程 保護者会（中学年）  ４ 5 5 5 5 5 各学年 

12 金 ５時間授業 水曜時程 保護者会（高学年 うめのたけ）  ５ ５ ５ ５ ５ ５ 各学年 

13 土          

14 日          

15 月 敬老の日         

16 火  ○ ５ 5 ６ ６ ６ ６ 各学年 

17 水 水曜時程 モアレ健診（５年）  ５ ５ ５ ５ ５ ５ 各学年 

18 木 社会科見学（５年）  ４ 5 ６ ６ ６ ６ 各学年 

19 金 水泳指導（５年）  ５ 5 ５ ６ ６ ６ 各学年 

20 土          

21 日          

22 月 クラブ活動 ○ ５ ５ ５ ６ ６ ６ 各学年 

23 火 秋分の日         

24 水 水曜時程   ５ ５ ５ ５ ５ ５ 各学年 

25 木   ４ 5 ６ ６ ６ ６ 各学年 

26 金 水泳指導（6年）  ５ 5 ５ ６ ６ ６ 各学年 

27 土 土曜授業 学習発表会（3年）  ４ ４ ４ ４ ４ ４ 各学年 

28 日          

29 月 振替休業日         

30 火  ○ ５ 5 ６ ６ ６ ６ 各学年 

【最終下校時刻】 6校時まで１５：２５ ６校時委員会１５：３０ ６校時クラブ１５：４５  水曜時程5校時まで１４：２０ 

水曜時程６校時まで１５：１０  ４校時まで給食あり１３：２０  土曜時程１２：１０ 

 

 

 

 

 

 

 

９月の生活目標 ◇ わすれものをなくそう  

 ○連絡帳に明日の持ち物を記入しよう。 

○明日の準備を行うときに、忘れ物がないか確認しよう。 

○困っている人がいたら助けよう。 

 
9月に入ってからも暑い日が続きます。こまめな水分補給や、涼しい服装で熱中症を予防しましょう。 

 

「命の週間」 
清瀬市では、生きていることに喜びを見出し、自らの生命を大切にするとともに、他者の生命も同様に尊重する心を育むことを目的とし

て、「命の教育」を推進しています。清瀬市立学校では、年2回（2学期と 3学期開始時の 1週間）、命の教育の一環として「命の週間」を位

置付け、自他を尊重する教育等に取り組んでいます。本校では、「先生あのね週間（いつでも誰とでも相談週間）」を実施し、悩みや不安があ

る児童が、本校の教職員に相談する機会を設けます。長期休業明けは、子供の不安や悩みなどについて、特に注意が必要な時期です。御家

庭において、お子様のいつもと違う様子や小さな変化など、気になることがありましたら担任までお知らせください。 

 

 


